第35回発展途上国研究奨励賞の表彰について by unknown
第35回発展途上国研究奨励賞の表彰について
権利 Copyrights 日本貿易振興機構（ジェトロ）アジア
経済研究所 / Institute of Developing














①前年 1～12 月の 1 年間に国内で公刊された日本語または英語による図書，雑誌論文，調査報告，
文献目録
②前年 1～12 月の 1 年間に海外で公刊された日本人による英文図書
　2014 年度は各方面から推薦された 34 点を選考し，最終選考で下記の作品が第 35 回受賞作に





















































































































































































































































Schism and Continuity in an African Society: A 
Study of  Ndembu Vil lage Life（Manchester 
University Press, 1957）に代表されるように，
「村」の分裂とはかならずしも珍しい民族誌の
主題ではありませんが，本書には，おおむね以
下 2 つの特徴があります。
第 1 は，古典的民族誌で描かれてきたのが，
出自原理と居住規則の齟齬といった社会的論理
をめぐる葛藤であったのに対し，本書の最大の
関心事は，政府主導の農村開発によって引き起
こされた土地をめぐる社会的葛藤，いわば国家
と社会の葛藤だという点です。しかもこの葛藤
は，冷戦崩壊前後のアフリカ研究で盛んに論じ
られた「国家に抵抗する社会」なる構図に還元
できるほど単純なものではなく，国家と社会の
葛藤が社会の内なる葛藤を連動的に引き起こし
た末に村を分裂させるという錯綜した過程とし
てしか捉えられないものでした。
第 2 の特徴は，この複雑な過程をとらえるた
め，私的ともいえる経験に注目した点です。そ
もそもニジェール西部農村社会の土地制度は，
自らの土地を何者かに奪われるかもしれないと
いう猜疑や恐怖を個のうちに誘発する仕組みを
備えており，それこそが行政村分裂に帰結する
状況を作り出していくのですが，調査時のわた
しには，こうした葛藤に自らも巻きこまれた末
に，人々から土地を奪う外部者（＝「白人司令
官」という国家審級）とみなされていった形跡
がありました。そこで本書では，わたし個人の
葛藤の経験を手がかりに，国家と社会，および
社会内部の葛藤に接近することを試みました。
「わたし」を民族誌に記すことは，かつての
人類学で「実験的」と評された手法です。本書
にオーソドックスな社会科学的研究を求める読
者は，期待を裏切られることになるかもしれま
せん。それだけに，こうして第 35 回発展途上
国研究奨励賞を賜ったことは，身に余る栄誉と
感じております。選者の皆様には，本書の完成
度より今後の可能性を評価していただいたので
はないでしょうか。ご期待に応えるべく，いっ
そう精進していく所存です。
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